
記念行事費　3789万円

  待ちにまった中山保育園新園舎！  待ちにまった中山保育園新園舎！

町制60周年を記念し、「衣浦みなとまつり花火大会」「陸上自衛隊第１０音楽隊コンサー
ト」「ＴＡＫＥＴＯＹＯティーンズ・ミーティング」「第５回武豊ふれあい山車まつり」「ＮＨ
Ｋ全国放送公開番組～吹奏楽のひびき～」を開催しました。

保育園施設整備費　6億304万円
施設の老朽化に伴い、中山保育園の改築工事などを実施しました。

税
金
の
使
い
道
を
チ
ェ
ッ
ク
！

平
成
26
年
度
一
般
会
計
の
主
な
事
業

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
２
日

か
ら
24
日
ま
で
の
23
日
間
の
会

期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
を
は
じ
め
、
武
豊
町
地
域

交
流
施
設
の
設
置
お
よ
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
制
定
な
ど
７

議
案
と
、
平
成
26
年
度
一
般
会

計
決
算
お
よ
び
特
別
会
計
決
算

の
認
定
な
ど
７
件
を
審
議
し
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
13
人
の
議

員
が
町
政
の
問
題
を
た
だ
し
ま

し
た
。

　
　
民
間
委
託
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
　

加
工
食
品
の
使
用
を
少
な

く
し
、
可
能
な
限
り
原
材
料
か

ら
の
調
理
に
対
応
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
可
能
な
限
り
、
食
材

の
当
日
の
下
処
理
・
調
理
を
し

て
、
衛
生
面
や
食
材
の
鮮
度
維

9
月
定
例
会

  みんなで祝った武豊町制60周年！  みんなで祝った武豊町制60周年！

給
食
調
理
に
民
間
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

問答
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町道笠松線道路改良工事費　583万円
見通しが悪く、通学路の危険箇所になっている富貴
小学校南信号交差点から南に通じる道路のＹ字交
差点の改良工事を実施しました。

児童の安全・安心の確保、教育環境の改善向上および
施設の適切な維持保全のため、衣浦小学校の体育館
の吊り天井の撤去など改修工事を実施しました。

持
に
努
め
て
い
る
。

　

衛
生
管
理
面
に
お
い
て
は
、

従
前
か
ら
行
っ
て
い
る
指
導
検

査
・
研
修
に
加
え
、
委
託
会
社

内
部
の
指
導
員
が
、
定
期
的
に

現
場
で
指
導
・
検
査
を
行
っ
て

い
る
。

　
　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら

「
お
お
あ
し
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
が
開
設
さ
れ
た
が
、
そ
の

効
果
は
。

　
　

利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

平
成
26
年
度
の
回
収
率
は
、

全
体
の
13
％
で
あ
っ
た
。

　

来
年
４
月
に
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
開
設
の
相
乗
効
果
で
回
収

率
も
上
が
る
と
思
う
が
、
さ
ら

な
る
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
く
。

  通学路の安全確保！  通学路の安全確保！

衣浦小学校施設営繕工事　2780万円

  震災に備えて！  震災に備えて！

調理業務等委託料　9015万円

  安全・安心な給食を！  安全・安心な給食を！

資源ごみ運搬等委託料　7975万円
ごみの減量、資源の有効利用を図るため、資源ごみ
回収を実施しました。平成26年度から新たに「おお
あしエコステーション」を開設しました。

民間の専門性や柔軟性を取り入れて、安全・安心な給食の
提供と給食センターの安定した運営を図るため、調理、配
送・配膳の業務を平成26年度から民間委託しました。

  資源の有効利用を！  資源の有効利用を！

利
用
し
や
す
い

エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

問答
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歳
入
が
１
３
０
億
８
８
８
２

万
円
、
歳
出
が
１
２
７
億
４
３

４
７
万
円
で
、
差
引
き
３
億
４

５
３
４
万
円
の
形
式
収
支
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
翌
年

度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
が
、

１
億
１
５
０
９
万
円
あ
り
ま
す

の
で
、
実
質
収
支
は
２
億
３
０

２
６
万
円
の
黒
字
と
な
り
、
財

政
調
整
基
金
（
貯
金
）
に
積
み

立
て
ま
し
た
。

　　

歳
入
が
42
億
５
３
８
０
万
円
、

歳
出
が
40
億
２
９
５
７
万
円
で
、

差
引
き
２
億
２
４
２
３
万
円
で

し
た
。

　　

歳
入
が
３
億
８
９
９
７
万
円
、

歳
出
が
３
億
８
８
０
７
万
円
で
、

差
引
き
１
９
０
万
円
で
し
た
。

　

歳
入
は
22
億
９
３
２
５
万
円
、

歳
出
は
22
億
４
１
７
３
万
円
で
、

差
引
き
５
１
５
２
万
円
で
し
た
。

　

歳
入
歳
出
と
も
に
６
６
３
０

万
円
で
し
た
。
不
足
分
は
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
よ
り

補
っ
て
い
ま
す
。

　　

歳
入
歳
出
と
も
に
12
億
４
９

１
５
万
円
で
し
た
。
不
足
分
は
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
よ

り
補
っ
て
い
ま
す
。

　　

収
益
的
収
入
額
が
８
億
４
９

１
２
万
円
、
支
出
額
が
７
億
１

６
９
０
万
円
で
、
差
引
き
１
億

３
２
２
２
万
円
で
し
た
。
こ
の

額
か
ら
消
費
税
を
差
引
く
と
、

１
億
２
３
１
７
万
円
の
当
年
度

純
利
益
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
資
本
的
収
入
額
は
、

４
７
４
３
万
円
、
支
出
額
は
２

億
８
４
５
万
円
で
、
差
引
き
１

億
６
１
０
２
万
円
の
不
足
と
な

り
、
「
過
年
度
分
損
益
勘
定
留

保
資
金
（
積
立
金
）
」
な
ど
で

補
て
ん
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
決
算
は
、
会
計

制
度
の
変
更
に
よ
り
、
形
式
的

に
は
、
大
幅
な
黒
字
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
昨
年
度
ま

で
の
会
計
基
準
に
置
き
換
え
る

と
、
実
質
的
に
は
、
水
需
要
の

低
迷
に
よ
り
２
５
２
４
万
円
の

赤
字
と
い
う
計
算
に
な
り
ま
す
。

平
成
26
年
度
決
算

財
政
力
指
数
0
・
99

２
年
連
続
交
付
団
体
と
な
る

会　計　名

一　般　会　計

＊１　収益的収支…水道事業の経営活動によって発生する収益と費用
＊２　資本的収支…施設の建設改良などの支出とその財源となる収入
＊３　不足分は、当年度分消費税および地方消費税資本的収支調整額、過年度分損益勘定留保資金（積立金）など
　　　で補てん

 (四捨五入により、差引額・合計が実際の決算額と異なる場合があります)

＊地方公共団体の標準的な財政需要（基準財政需要額）が、
　地方税など標準的な財政収入（基準財政収入額）を超え
　る場合に普通交付税が交付される。

＊（　　）は平成25年度

国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

特　

別　

会　

計

合 　 　 　 　 計

歳入（収入）

１２億4915万円

６630万円

22億9325万円

３億8997万円

４２億5380万円

130億8882万円

213億4129万円

歳出（支出）

１２億４915万円

6630万円

22億4173万円

３億8807万円

40億2957万円

127億4347万円

207億1829万円

差引額

0

8億4912万円 ７億1690万円 1億3222万円

4743万円 2億845万円 ▲1億6102万円 ＊3

0

5152万円

190万円

2億2423万円

3億4534万円

6億2300万円

水道事業会計
収益的収支 ＊1

資本的収支 ＊2

５８億４９７８万円

５９億７８１万円

５８０３万円

５803万円

０．９９

■平成26年度決算の概要

■平成26年度普通交付税算定結果
基準財政収入額（Ａ）

基準財政需要額（Ｂ）

差（交付基準額）
（Ｃ）＝（Ｂ）－（Ａ）

財政力指数
（Ｅ）＝（Ａ）／（Ｂ）

普通交付税額

27億2274万円

３９億830万円
（39億7128万円）

約９万円
（約9万円）

67億2027万円

１５3億7210万円
（１58億2012万円）

約３6万円
（約37万円）

■まちの貯金と借金
会計名 貯金（基金） 借金（公債）

一般会計

１１億8556万円 86億5183万円特別会計（その他）

合　計

町民一人あたりの金額
人口42975人（９月１日現在）

平
成
26
年
度
決
算
報
告

一
般
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

下
水
道
事
業
特
別
会
計

水
道
事
業
会
計
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当
初
予
算
額
と
決
算
額
の

差
額
が
、
8
億
4
1
5
3
万
円

と
な
る
が
、
そ
の
要
因
は
。

　
　

主
な
要
因
は
、
武
豊
港
線

や
名
鉄
武
豊
駅
東
土
地
区
画
整

理
事
業
費
の
物
件
移
転
補
償
費

の
減
額
分
で
あ
る
。

　
　
滞
納
額
を
減
少
さ
せ
る
た

め
の
取
り
組
み
は
。

　
　

滞
納
整
理
機
構
の
活
用
や
、

昨
年
度
導
入
し
た
コ
ン
ビ
ニ
収

納
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
に
よ

り
、
収
納
率
を
上
昇
さ
せ
、
滞

納
額
の
減
少
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
赤
字
解
消
の
た
め
、
広
域

化
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　

愛
知
県
内
で
４
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
か
れ
て
、
現
在
、
検
討
作

業
を
行
っ
て
い
る
。

●民 生　費 → 高齢者、子どもの福祉など
●土 木　費 → 道路、公園整備など
●教 育　費 → 小中学校、町民会館など
●総 務　費 → 役場庁舎整備など

●衛 生　費 → ゴミ処理、病気予防など
●公 債　費 → 借金返済
●消 防　費 → 消防、防火水槽整備など

＜財源＞

●町　　　税 → 町民税（個人・法人）、固定資産税など
●国庫支出金
  → 福祉、教育、医療、子育てなど国からの歳入

●県 支 出 金
 → 福祉、教育、医療、子育てなど県からの歳入 

●交付税・その他交付金
  → 地方交付税、地方消費税交付金など
●町　　　債 → 町の借金

●諸　収　入
  → 町税延滞金、検診料、講座参加料、
　　賄材料費（学校給食）など

●繰 入　金 → 町の貯金取崩し

●使用料および手数料
  → 各施設使用料、諸証明手数料など

●分担金および負担金
  → 保育所運営費保護者負担金など

歳入 １30億8882万円

＜使いみち＞歳出 127億4347万円

町税
76億715万円
（前年度比 0.8%減）

国庫支出金
10億6586万円
（前年度比 2.1%増）

県支出金
8億3512万円
（前年度比 7.8%減）

交付税・その他交付金
8億9277万円
（前年度比 6.4%増）

町債（借金）
8億4345万円
（前年度比 12.8%増）

繰入金（貯金取崩し）
7億9000万円
（前年度比 82.9%増）

諸収入
5億5454万円
（前年度比 1.9%増）

繰越金
962万円
（前年度比 89.5%減）

使用料および手数料
2億2670万円
（前年度比 6.9%減）

分担金および負担金
1億8296万円
（前年度比 2.5%増）

民生費
53億3435万円
（前年度比 23.4%増）

土木費
18億8708万円
（前年度比 11.9%減）

教育費
13億9841万円
（前年度比 10.8%減）

総務費
12億3404万円
（前年度比 4.4%増）

衛生費
10億8786万円
（前年度比 0.7%増）

公債費（借金返済）
7億9074万円
（前年度比 1.5%減）

消防費
5億2546万円
（前年度比 1.2%増）

その他（農林水産業費・
議会費・商工費・労働費）
4億8553万円
（前年度比 1.5%増）

その他
8066万円
（前年度比 108.4%増）

一
般
会
計
当
初
予
算
と
の
差
は

滞
納
額
減
少
へ
の
取
り
組
み

水
道
事
業
広
域
化
へ
の
動
き
は

平
成
26
年
度
一
般
会
計
の
内
訳

2
億

3
0
2
6
万
円
を
財
政
調
整
基
金（
貯
金
）に

答 問答 問答 問

05 >>>議会だより 　　　　NO.153 >>> 2015年10月15日発行



　
　
町
内
11
会
場
と
な
っ
た
憩

い
の
サ
ロ
ン
の
現
在
の
状
況
と

今
後
の
計
画
は
。

　
　

平
成
26
年
度
は
、
延
べ
１

万
２
１
７
２
人
が
参
加
を
し
て

い
る
。

　

平
成
32
年
度
ま
で
に
、
14
箇

所
の
開
所
を
目
標
と
し
、
平
成

27
年
度
中
の
増
設
に
向
け
、
二

つ
の
区
と
検
討
を
始
め
て
い
る
。

　
　
配
水
管
の
耐
震
化
工
事
を

ど
の
よ
う
な
方
向
性
で
進
め
て

い
る
か
。
ま
た
、
進
捗
状
況
は
。

　
　

重
要
供
給
施
設
と
し
て
い

る
役
場
、
学
校
、
医
療
機
関
な

ど
に
直
径
２
０
０
ミ
リ
以
上
の

基
幹
配
水
管
を
優
先
的
に
、
耐

震
管
へ
の
布
設
替
え
を
実
施
し

て
い
る
。

　

平
成
26
年
度
末
時
点
で
、
重

要
供
給
施
設
へ
の
基
幹
配
水
管

総
延
長
14
・
９
㎞
の
内
、
７
・

９
㎞
の
布
設
替
え
が
完
了
し
た
。

率
に
す
る
と
53
・
２
％
で
あ
る
。

意
見
書「
国
民
的
合
意
の
な
い

ま
ま
の
状
態
で
安
全
保
障
体
制

の
見
直
し
を
強
行
し
な
い
よ
う

求
め
る
」の
採
択
を
求
め
る
請
願

　

国
民
に
十
分
な
理
解
が
得
ら

れ
て
お
ら
ず
、
合
意
も
不
十
分

で
あ
り
、
今
後
も
十
分
な
国
会

審
議
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
政
府
・
関
係
機
関
に
意

見
書
の
提
出
を
求
め
ま
す
。

【
請
願
者
】

　
　

武
豊
九
条
の
会

　
　
　
　

代
表　

永
野　

勝

【
紹
介
議
員
】

　
　
　
　
　
　
　

梶
田　

進

【
所
管
】

　
　

総
務
企
画
委
員
会

【
審
査
の
経
過
と
結
果
】

　

委
員
会
審
査
に
お
い
て
、
鈴

木
一
也
委
員
よ
り
請
願
趣
旨
の

「
国
民
に
十
分
な
理
解
が
得
ら

れ
て
お
ら
ず
、
合
意
も
不
十
分

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
十

分
な
国
会
審
議
が
求
め
ら
れ
る
」

と
い
う
内
容
に
つ
い
て
は
賛
同

で
き
る
が
、
意
見
書
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
納
得
で
き
な
い
と

こ
ろ
が
あ
る
と
の
こ
と
か
ら
、

趣
旨
採
択
を
求
め
る
意
見
が
出

さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
２

人
、
反
対
３
人
と
な
り
不
採
択

と
な
り
ま
し
た
。

　

委
員
会
採
決
の
結
果
、
賛
成

０
人
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
議
会
に
お
い
て
、
梶
田
進

議
員
に
よ
る
賛
成
討
論
が
あ
り

ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、
賛
成

2
人
、
反
対
13
人
と
な
り
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
廃
止
の
延

期
を
求
め
る
請
願

　

現
在
、
建
設
計
画
が
す
す
め

ら
れ
て
い
る
屋
内
温
水
プ
ー
ル

内
に
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

代
替
施
設
の
設
置
が
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
廃
止
を
代
替
施
設
完
成
ま

で
延
期
を
求
め
ま
す
。

【
請
願
者
】

　
　

野
田　

佳
延

　
　
　
　
　

始
め
５
２
１
人

【
紹
介
議
員
】

　
　
　
　
　
　
　

梶
田　

進

【
所
管
】

　
　

文
教
厚
生
委
員
会

【
審
査
の
経
過
と
結
果
】

　

委
員
会
審
査
に
お
い
て
、

一次予防事業費
1193万円

高齢者に対する介護予防のため、憩いの
サロン事業（11箇所）、体操サロン事業、
予防啓発事業などを実施

配水管耐震化等推進事業（国庫補助事
業）、道路改良事業にともなう配水管布
設替工事などを継続的に実施

配水管布設替工事等事業費
１億5051万円

平
成
26
年
度
特
別
会
計
　
決
算
審
議

水
道
事
業
会
計

災
害
に
強
い
配
水
管
に

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

新
た
に「
市
場
会
場
」が
開
所

配
水
管
耐
震
化
へ

問答問答 「
憩
い
の
サ
ロ
ン
」の
今
後
は

請
　
願

議会だより 　　　　NO.153 <<< 2015年10月15日発行  <<< 06



「
修
繕
費
以
上
に
、
利
用
者
の

希
望
は
、
お
金
に
か
え
ら
れ
な

い
も
の
が
あ
る
」
、
「
こ
れ
だ

け
の
方
た
ち
の
思
い
を
受
け
止

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
の
賛

成
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
会
採
決
の
結
果
、
賛
成

２
人
、
反
対
３
人
で
不
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

　

本
議
会
に
お
い
て
、
梶
田
進

議
員
に
よ
る
賛
成
討
論
が
あ
り

ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、
賛
成

2
人
、
反
対
13
人
と
な
り
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

定
数
改
善
計
画
の
早
期
策
定
・

実
施
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
の
堅
持
お
よ
び
拡
充
を
求

め
る
意
見
書

　

平
成
28
年
度
の
政
府
予
算
編

成
に
あ
た
り
、
定
数
改
善
計
画

の
早
期
策
定
・
実
施
と
、
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持

と
と
も
に
、
国
庫
負
担
率
２
分

の
１
へ
の
復
元
に
む
け
て
、
十

分
な
教
育
予
算
を
確
保
さ
れ
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　
　
　
　
　
　

全
会
一
致
可
決

国
の
私
学
助
成
の
増
額
と
拡
充

に
関
す
る
意
見
書

　

父
母
負
担
の
公
私
格
差
を
是

正
す
る
た
め
の
就
学
支
援
金
を

一
層
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
併

せ
て
、
私
立
学
校
振
興
助
成
法

に
基
づ
く
国
庫
補
助
制
度
を
堅

持
し
、
私
立
高
校
以
下
の
国
庫

補
助
金
と
そ
れ
に
伴
う
地
方
交

付
税
交
付
金
を
充
実
し
、
私
立

高
等
学
校
以
下
の
経
常
費
補
助

の
一
層
の
拡
充
を
は
か
ら
れ
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　
　
　
　
　
　

全
会
一
致
可
決

愛
知
県
の
私
学
助
成
の
増
額
と

拡
充
に
関
す
る
意
見
書

　

保
護
者
負
担
軽
減
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
授
業
料

助
成
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、

経
常
費
助
成
に
つ
い
て
も
国
か

ら
財
源
措
置
の
あ
る
「
国
基
準

単
価
」
を
土
台
に
、
学
費
と
教

育
条
件
の
「
公
私
格
差
」
を
着

実
に
是
正
で
き
る
施
策
を
実
施

す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

　
　
　
　
　
　

全
会
一
致
可
決

そ
の
他
の
議
案

衣浦小学校施設営繕工事費
609万円

衣浦小学校図書室の空調機3台の更新
工事を行います。

公園緑地整備費1817万円
「まちの駅」の飲食コーナーに配備する
陳列棚・陳列用冷蔵庫・レジカウンター・
レジ・テーブルや椅子などを購入しま
す。

地域交通事業費 487万円
バス停留所３３箇所に案内板を設置しま
す。また、コミュニティバスにラッピング
し、車載用モニターを取付け音声案内な
どを行います。

石油ファンヒーター購入費
燃料費 

327万円
８３万円

石油ファンヒーターを町内４小学校の普通教室に配
備します。（写真はガスファンヒーターでイメージです）

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
へ
の
灯

油
の
給
油
方
法
は
、
ど
の
よ
う

に
行
う
の
か
。
ま
た
、
灯
油
は

安
全
な
場
所
に
保
管
で
き
る
の

か
。

　
　

給
油
は
基
本
的
に
担
任
が

行
う
。
お
お
む
ね
４
、
５
日
に

１
回
程
度
の
給
油
と
考
え
て
い

る
。

　

保
管
場
所
に
つ
い
て
は
、
階

段
下
の
倉
庫
や
職
員
だ
け
が
出

入
り
す
る
通
路
な
ど
、
安
全
な

場
所
の
確
保
を
お
願
い
す
る
。

問答 学
校
生
活
を
快
適
に

　

日
油
㈱
愛
知
事
業
所
ゴ

ル
フ
部
様
か
ら
４
万
３
０

０
０
円
の
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
総
合

体
育
館
の
卓
球
台
（
2
台
）

の
購
入
費
に
充
て
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

意
見
書
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 平成27年第3回定例会
冨
永　

良
一

1

議　
　

長

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

平成27年度一般会計補正予算

　　一般会計

　　国民健康保険事業特別会計

　　後期高齢者医療特別会計

　　介護保険事業特別会計

　　農業集落排水事業特別会計

　　下水道事業特別会計

　　水道事業会計

老人福祉センター廃止の延期を求める請願

国の私学助成の増額と拡充に関する意見書

愛知県の私学助成の増額と拡充に関する意見書

意見書「国民的合意のないままの状態
で安全保障体制の見直しを強行しない
よう求める」の採択を求める請願

定数改善計画の早期策定・実施と義務
教育費国庫負担制度の堅持および拡充
を求める意見書

×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

× × × × × ○ ○ × × × × × × ×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

甲
斐
百
合
子

久
野　
　

勇

2 3 4 5

○：賛成　×：反対　議長は採決に加わりません。主な採決結果

櫻
井　

雅
美

6

青
木　

信
哉

7

青
木　

宏
和

本
村　
　

強

8 9

梶
田　
　

進

10

南　
　

賢
治

11

石
川　

義
治

森
田　

義
弘

12

大
岩　
　

保

13

鈴
木　

一
也

14

石
原　

壽
朗

15

福
本　

貴
久

16

岩
瀬　

計
介

採

決

結

果

討
　
論

平
成
26
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定

賛
成
討
論

武
豊
ク
ラ
ブ
　
福
本
　
貴
久

　

厳
し
い
経
済
状
況
の
中
、

歳
入
全
体
の
60
％
を
占
め
る

町
税
の
徴
収
率
向
上
に
努
め
、

財
源
確
保
が
図
ら
れ
た
。

　

今
後
と
も
税
負
担
の
公
平

を
期
す
た
め
、
課
税
対
象
の

的
確
な
把
握
と
収
入
未
済
な

ど
の
削
減
に
一
層
の
努
力
を

期
待
す
る
。

　

地
域
交
流
施
設
を
含
む
周

辺
整
備
、
名
鉄
知
多
武
豊
駅

東
区
画
整
理
、
知
多
南
部
広

域
環
境
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

な
ど
の
供
用
開
始
に
向
け
て
、

着
実
な
事
業
推
進
を
お
願
い

す
る
。

　

屋
内
温
水
プ
ー
ル
建
設
計

画
に
つ
い
て
は
、
財
政
負
担

の
大
き
い
中
、
着
工
時
期
に

関
し
て
十
分
検
討
さ
れ
、
事

業
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

反
対
討
論

　
　
　
　
　
　
梶
田
　
進

　

法
人
税
の
減
収
を
防
ぐ
た

め
、
大
企
業
へ
の
超
過
課
税

の
実
施
を
求
め
る
。

　

リ
ニ
ア
建
設
事
業
促
進
を

促
す
負
担
金
は
中
止
す
べ
き

で
あ
る
。

　

滞
納
整
理
機
構
か
ら
離
脱

し
て
、
住
民
の
納
税
意
識
の

高
揚
を
も
っ
て
収
納
率
の
向

上
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。

　

非
常
勤
職
員
の
待
遇
を
、

同
一
労
働
同
一
賃
金
の
原
則

か
ら
、
新
人
保
育
士
と
同
等

の
保
障
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　

今
後
、
ご
み
処
理
が
広
域

化
さ
れ
て
い
く
中
で
、
生
ご

み
の
減
量
化
に
重
点
を
置
き

取
り
組
む
こ
と
を
求
め
る
。

　

生
徒
が
安
心
し
て
教
育
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
環
境
整
備
に
努
め
、
適
正

な
人
員
配
置
を
要
望
す
る
。

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

不採択

可決

可決

不採択

可決

平
成
26
年
度
決
算
認
定
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